
菅
原
道
真
研
究―『菅

家
後
集
』
全
注
釈

（
二
十

一
）
―

焼

山

廣

志

一

今

回
は

、
前
稿

（、
）に
引
き

続

い

て
五
言
排

律

「
484

叙
意

一
百
韻

」

の

最

終

回

の
注

釈
を

試

み
る
。

対
象

と
す

る

の
は
百

八
十

一
句

か

ら

に

二
百

句

ま

で

で
あ

る

。
注
釈

を
進

め

る
上

で

の

「
凡
例

」

は
前

稿
（3
の
そ
れ

に

倣

う
。

以

下
、
作

品

の
注

釈

は
便

宜
上

、
十

句
ず

つ
に
分

け

て
行

っ
て

い

き

た

い
。

捌

叙
意

一
百

韻

～

捌
句

か

ら

㎜
句

～

㈹
團
聾圏

田幽r風擢同

木
秀‡**睡1

―皿閣

侭■○○○●

●

麗鵬翅

燈
滅
異
膏
煎筍可営々止

*

*

胡
爲
脛
々
全

零

*

○
●
●
○
◎●●○○●○○●●◎

燭

覆
巣
憎
殼卵

●○

○
●
●

ホ

鰯

捜
穴
叱
蜘
嫁

○
●
●
○
◎

麟

法
酷
金
科
結

●
●
○
○
●

ホ

鵬

功
休
石
柱
鋼

○
○
●
●
◎

鵬

悔
忠
成
甲
冑

●
○
○
●
●

ド

㎜

悲
罰
痛
父
艇

○
●
●
○
◎

*

脚
韻
は
下

平
声

「先
」
韻
。
韻

字
は

「填
、

田
、
煎

、
全
」

で
あ

る
。

囲
○
催

…
▼
頭
注

「催
作
擁
」
（大
島
）

○
燈

…
暗

（静
嘉
）
（松
平
）
（彰
考
）
（尊

一
）
（尊
二
）
（尊
四
）

▼
頭
注

「燈
作
暗
」
（大
島
）

○
滅

…
減

（尊

一
）
（尊
二
）

○
異

…
暴

（尊
二
）

○
煎

…
焚

（尊
四
）

○
脛

…
胎

（大
島
）
（太

一
）
（太
二
）

▼
頭
注

「腱
々
作
脛
々
、
按
漢
書
楊
揮
傳
脛
々
者
未
必
全
也
注
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脛
々
直
貌
」
（大
島
）

▼
傍
注

「脛
見
漢
書
」
（松
平
）
（彰
考
）

本
）
全
本

○
憎
穀
…
憎
鷲

（松
平
）

▼
頭
注

「憎
殼
作
懐
穀
」
（大
島
）

○
卵

…
卯

（刊
本
）
全
本

○
蛭

…
蠕

（静
嘉
）
郵

（彰
考
）

▼
頭
注

「抵
作
蛤
」
（大
島
）

○
鍋

…
傷

（尊

一
）

○
艇

…
艇

（松
平
）

團
く
だ

捌

風
に
推
け
て
木
の
秀
つ
る
に
同
じ

き

あ
ぶ
ら

い

魏

燈
滅
え
て
膏
の
煎
ら
る
る
に
異
な
る

い
や

鵬

荷

し
く

も
営

々
と

し

て
止
ま

る

べ
し

な
ん

す

け
い
け
い

悩

胡
爲
れ
ぞ
脛
々
と
し
て
全
か
ら
む

ら
ん

鵬

巣
を
覆
し
毅
卵
を
憎
み

ち

え
ん

鵬

穴
を
捜
し
て
抵
嫁
を
叱
す

卿

法
、
酷
し
て

金
科

結
び

ほ

鵬

功
、
休
し
て

石
柱

鍋
る

鵬

忠
の
、
甲
冑
と
成
ら
ん
こ
と
を
悔
い

く
わ
せ
ん

㎜

罰

の
、
父

艇
よ
り

も
痛

き

こ
と

を
悲

し
む

（尊

一
）

（尊

四
）

（刊

国
捌

林
の
中
で
高
く
抜
き
出
た
木
は
、
か
な
ら
ず
風
が
吹
き
倒
す
も
の
だ

（今
の
私
と
同
じ
よ
う
に
）
。

（私
も
官
位
高
き
が
故
に
左
遷
の
憂
き
目
に
会

っ
た
の
だ
。
）

慨

油
が
尽
き
て
消
え
る
燈
火
と
、
（強
風
に
あ
お
ら
れ
て
）
消
え
る
燈

火
と
は
異
な
る
の
だ
。
（私
の
場
合
は
職
を
全
う
す
る
前
に
小
人
の
読

言
に
よ
っ
て
志
な
か
ば
に
し
て
断
た
れ
て
し
ま

っ
た
）
。

鵬

私
を
陥
れ
た
小
人
た
ち
は
、
ブ
ン
ブ
ン
う
な
り
な
が
ら
あ
ち
ら
こ
ち

ら
へ
飛
び
回
る
青
蝿
の
よ
う
に
宮
中
に
止
ま

っ
て
い
る
こ
と
だ
ろ
う
。

悩

（こ
の
よ
う
な
宮
中
に
お
い
て
は
）
ど
う
し
て
正
直
に
事
を
行
な
っ

て
い
く
者
が
、
無
事
に
命
を
全
う
す
る
こ
と
が
で
き
よ
う
か
。

鵬

（親
鳥
の
み
な
ら
ず
、
そ
の
）
巣
を
ひ

っ
く
り
か
え
し
て
中
の
卵
ま

で
割
り

燭

穴
の
中
ま
で
探
し
出
し
て
蟻
の
子
ま
で
つ
ぶ
し
て
し
ま
う
。
（そ
の

よ
う
に
自
分
だ
け
で
な
く
、
わ
が
子
孫
ま
で
徹
底
的
に
抹
殺
し
よ
う
と

す
る
）

餅

（わ
た
し
は
今
）
厳
し
す
ぎ
る
法
に
よ

っ
て
裁
か
れ

鵬

今
ま
で
の
わ
た
し
の
功
績
は
、
石
柱
を
刻
む
ご
と
く
過
去
の
も
の
と

な
っ
た

鵬

忠
義
を
尽
く
す
こ
と
、
（あ
た
か
も
君
の
た
め
に
）
甲
冑
の
ご
と
く

な
ろ
う
と
し
た
こ
と

（が
か
え

っ
て
あ
だ
と
な

っ
た
こ
と
）
を
悔
い
る
。

㎜

ほ
こ
で
突
か
れ
る
よ
り
も
酷
い
厳
し
い
刑
罰
に
嘆
く
身
を
悲
し
む
。
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国
鵬
○
荷

…

『大
漢

和
辞

典
』

に
は
、

「②

一
時

し

の
ぎ

の
意

。
動

作

や
状

態

が

「
と

り

あ

え

ず

の
間

だ

け
」

「
し

ば

ら

く

の
間

」
回

避

さ

れ
た

り

猶

予
さ

れ

た
り

す

る
意

味

を

表

し
、

「
い
や

シ

ク

モ
」

「
か
り

そ

め

一こ

と
訓

読
す

る

」
と

、
説

明
す

る
。

○
営

々
…
あ
く

せ
く

と
働

く
さ

ま
、

利

に
馳

せ
る

さ
ま

。

ま

た
、

こ

の
語

に
対

し

て

『漢

語

大

詞

典
』

で
は

、
「
象

声

詞
」

と
説

明

し
、

つ
ぎ

の
用
例
を

挙

げ

る
。

[
『詩

経
』

小
雅

・
青

蝿
]

 

せ
い
よ
う

は
ん

営
営

青
蝿

、
止

二
干
奨

一。
朱

喜
…集

傳

、
営

営

、
往

来
飛
聲

、

乱

人
聴
也

。

▼
『青

蝿

の
興
す
も

の
』

と

し

て
、

「
青

蝿

は
、

人

に
嫌
わ

れ

る

ね
い
じ
ん

ざ
ん
じ
ん

い
や
な
虫

と

し

て
倭

人

・
議

人

に
た

と
え

ら

れ
る

。
そ

れ
は

う

る
さ
く

つ
き

ま
と

わ
り

、
目

の
前

を
行

っ
た
り

来
た

り
す

る
と
、
白

い
も

の
を

汚

し

て
黒

く

汚
し

て
し

ま
う

。

い

つ
の

世

に
も
権

力

者

の
周
り

に
群

が
り

、

つ
き

ま

と
う

こ

れ
ら
青

蝿

の
よ
う

な

意
地

汚

い
小
人
ど

も

は
、

ま

っ
と
う

に
生

き

よ

う

と
す

る
人

生

の
勇
者

に
と

っ
て
は
、

こ

の
上
な

く
く

だ

ら

な

い
最

低

の
人
種

で
あ

っ
た

。
」
と

の
説
明

が
あ

る
。

（鑑
賞
中
国
の
古
典

「詩
経

・
楚
辞
』
牧
角
悦
子
、
福
島
吉
彦
著
）

『楚

辞
』

「
巻

四
第

四
旧
称

・
中

止

」

に

「
恵

識
路

之
螢
誉

」

の
用

例

が
見

え

る
。

「
往
来

の
せ

わ

し
な

い
こ

と
」

の
意

で

使

わ
れ

て

い
る
。

『白
氏
文
集
』
に
は
多
く
の
用
例
が
見
え
る
語
で
あ
る
が
、

以
下
二
例
を
引
い
て
み
る
。

「
㎜
反
鞄
明
遠
白
頭
吟
」
に

「炎
炎
者
烈
火
、
螢
螢
者
小
蝿
」

の
句
が
、
又
、
「
㎜
白
牡
丹
」
に

「成
中
看
花
客
、
旦
暮
走

螢
螢
」
の
句
が
見
え
る
。

『菅
家
文
草
』
「
糀
遊
龍
門
寺
」
に

「樵
翁
莫
笑
蹄
家
客
、
王

事
螢
螢
罷
不
能
」
の
句
が
見
え
る
。

『凌
雲
集
』
「53
ー
（8
）
自
山
峙
乗
江
赴
讃
岐
在
難
波
江
口

述
懐
贈
野
二
郎
」
に

「
可
歎
乗
桿
客
、
螢
螢
不
得
容
」
の
句

が
見
え
る
。

捌
○

胡

爲

…
ど

う

し

て
、

な

ぜ
、

な

に

ゆ
え

。

疑

問

の
言

葉

。
「
な

ん
す

レ
ゾ
」
「
何

爲
」
と

同
じ

で

「
ど
う

し

て
」
「
な

ん

の
た
め

に
」

な

ど
と

訳
す

。

○

脛

々
…

「
脛

々
」
は

「
ま

っ
す

ぐ

な

さ
ま

」
「
正

直

な
さ

ま
」
。
『漢

書
』

「
楊

揮
傳

」

に

「
事

何

容

易

、
脛

々
者

未

二
必

全

一也

」

の

一

文

が

み
え

る
。

ま

た

『漢

語
大

詞

典
』

に
は
、

「
脛

脛
」

「
固
執

貌

」
と

説
明

す

る
。

ふ
く
そ
う

燭
○
覆
巣
…
巣
を
く
つ
が
え
す
。
『呂
覧
』
「鷹
同
」
に

「
天
蜀

殿
レ卵
、

則

鳳

鳳
不
レ
至
」

の
用
例

が

、
ま

た

『史
記

』

「
孔

子
世
家

」

に

「
覆

レ
巣

殿
レ
卵
、

則

鳳
鳳

不

レ
翔
」

の
用

例

が
見

え

る
。
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○
穀

…
た
ま

ご

、
孚

卵

。
『廣

韻
』

に
は

「
殼

、
鳥

卵

」
と

説

明
す

る
。

▼
【覆

巣

破
卵

】

…
巣

を

く

つ
が

え

し

て
卵

を

や
ぶ

る
。

転

じ

て
親

の
災

い
に
子

も
傷

つ
け

ら
れ

る
喩

。
本

亡
び

れ

ば
末
も

従

っ
て
亡
び

る
喩

。

『新

語
』
「
輔

政
」
に

「
蓋
自

庭

得
二
其

巣

一、
任

レ
杖

得

二
其
材

一

也

、
秦

以

二
刑

罰

一爲
レ
巣
、
故

有

二
覆
巣

破

卵

之

患

一」

の

用

例

が

、
ま

た

『呉

志
』

「
陸

凱

傳
」

に

「
有

二
覆

巣

破

卵

之

憂

一」

の
用
例

が
見

え

る
。

▼
【覆

巣

之

下
、
復

有

二
完

卵

一乎
】

…

く

つ
が
え

っ
た

巣

の
下

に

は
完
全

な
卵

は

無

い
。

転

じ

て
、

根
本

が

亡
び

れ
ば

枝
葉

は
従

っ
て
滅

び

る

の
喩
。

『世

説
新

語
』

「
言

語
」

に
あ

る
孔

融

の

二
児

の
故

事

に
基
づ

く
語

。
号

囹
欄
■
圃
■

③

『漢

語
大

詞
典
』

で
は

【覆

巣
之

下
無

完

卵
】

の
項

で
、
「
鳥

巣
翻

倒

了
、
就

没
有

不
砕

的
鳥

蛋
」

と
説

明

し
、
蘭
国
團
凹

の

『
世
説

新
語

』

の

一
文

を
引

用
し

て

い
る

。
き

ま
た
、
【覆
巣
破
卵
】
の
項
で
、
「同

"覆
巣
殿
卵
"
」
と
説

明
し
、
先
の
陸
頁

『新
語
』
の
例
を
引
く
。

ま
た
、
趙
元

一
の

『奉
天
録
』
「巻
二
」
の

「如
或
固
守
窮
城
、

不
識
天
命
、
必
使
覆
巣
破
卵
、
易
子
析
骸
」
の
用
例
を
引
く
。

ま
た

【覆
巣
殿
卵
】
の
項
で
は

「傾
覆
其
巣
、
破
砕
其
卵
。

喩
徹
底
殿
滅
。」
と
説
明
し
、
『呂
氏
春
秋
』
「応
同
」
の

「夫

覆
巣
殿
卵
、
則
鳳
鳳
不
至
」
の
用
例
、
お
よ
び

『孔
子
世
家
』

「困
誓
」
の

「覆
巣
殿
卵
則
鳳
鳳
不
翔
。
亦
作

"覆
巣
偽
卵
"」

の
用
例

を

引
く

。

鵬
○
蟻

…
蟻
の
卵

ち

え
ん

い
な
ご

○

抵
嫁

…
蟻

の
子
と
蝿

の
未

だ

翅
を

生

じ
な

い
も

の
。
蟻
児

。

『
国

語
』

「
魯

語

上

」

に

「
鳥

翼

二
毅

卵

一、

巌

舎

二
抵

蛛

一
。

[注

]

蟻
、

蜆

子

也

。

可
二
以

爲

一レ
醗

、
蛛

、
茗

陶

也

。
可

レ

食

」

の
用

例
が

、
ま

た

『文

選
』

の
張

衡

の

「
西
京
賦

」

に

「
獲

レ
胎

拾

レ
卵
、

抵
蛛

蓋

取

。

[注

]
翰

日

、
抵

、
蟻

子
、
嫁

、

蝿

子
」

の
用
例

が
見

え

る
。

『漢

語
大

詞

典
』

で
は

「
蠕
蟻

卵

和
蜆

虫
子

。
亦

酒
指

幼
虫

」

と

説
明

し

、

『
国
語
』

「
魯

語

上
」

の
例

を

同
じ

く
引

く
。

▼
こ

こ

で

は
、

道

真

の
左

遷

の
宣

命

に

連

座

し

て
、
大

学

頭

「
高

視
」

が

土
佐

介

に
、

式
部

丞

「
景

行
」

が
駿

河
権

介

に
、

右

衛

門

尉

「
兼

茂

」

が

「
飛

騨

権

橡

」

に
、
文

章

得

業

生

「
淳

茂

」
が

播

磨

に

と

、
父

子

が

五

ヶ
所

に
散

り
散

り

に
京

を
追

放

さ

れ
た

こ
と

の
み
な

ら
ず

、
妻

や
年

長

の
娘

た
ち

は
、

京

の
自

宅

に
監
禁

状

態

に
さ

れ
、

道
真

の
門
下

で
あ

る

「
菅

家
廊

下

」
出

身

の
道

真
派

の
官

僚

た
ち

ま

で

の
追
放

に
及

び
、

こ
れ
が

苛
酷

な
も

の
で
あ

っ
た

こ
と
を

示

唆
す

る
語

。

熾
○
金

科

…
法
令

。

條

目

『齊

書
』

「
武

帝
紀

賛

」

に

「
威
承

二
景

暦

一、
粛

御
二
金
科

一」

の
用
例

が
、
ま

た

『唐

書
』

「
音
楽

志

、
明
堂

楽
章

」
に

「
化
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光
二
玉
鏡
一、
訟
息
二金
科
一」
の
用
例
が
見
え
る
。

▼
【金
科
玉
條
】
…
貴
重
な
法
律
。
金
玉
の
如
く
立
派
な
科
條
。

揚
雄
の

『劇
秦
美
新
』
「金
科
玉
條
、
神
卦
霊
兆
、
古
文
畢
発
、

嫡
換
照
耀
。
[注
]
善
日
、
金
科
玉
條
、
謂
二法
令
一也
、
言
二

金
玉
一貴
レ
之
也
」
の
用
例
が
見
え
る
。

『漢
語
大
詞
典
』
で
は
、
「法
律
、
法
令
」
と
説
明
す
る
。

▼
【金
科
玉
條
】
の
項
で

「同

"金
科
玉
律
"」
と
説
明
し
、
『文

選
』
揚
雄

「劇
秦
美
新
」
「諮
律
嘉
量
、
金
科
玉
條
、
[李
善

注
]
金
科
玉
條
、
謂
法
令
也
、
言
金
玉
、
貴
之
也
」
の

一
文

を
引
く
。

▼
【金
科
玉
律
】
の
項
で
は
、
「謂
不
可
変
更
的
法
令
或
規
則
、

後
多
比
喩
不
可
変
更
的
信
条
」
と
説
明
し
、
杜
光
庭
の

「胡

常
侍
修
黄
浮
齊
詞
」
の

「金
科
玉
律
、
雲
象
瑠
章
、
先
萬
法

以
垂
文
、
具
九
流
而
抵
世
」
の
一
文
を
引
く
。

『文
選
』
巻
四
十
八

「符
命
」
楊
子
雲

「劇
秦
美
新
」
に

「麓

り
つ

 

律
嘉
量
、
金
科
玉
條
」
の
例
が
、
李
善
注
に

「金
科
玉
條
、

謂
法
令
也
、
言
金
玉
貴
之
也
」
と
あ
る
。

鵬
○

休

…
や

ー
め

る
。
事

を

や
め
る
。

と
ど

ま

る
。

お
し

ま

い
に
す

る
。

（
『新
字

源
』
）
。
杜

甫

の

「
旅
夜

書

懐
詩

」

の

「
名

山豆
文
章

著
、

官

応
老

病
休

」

の
句

の
例
が

こ
れ

で
あ

る
。

○

石
柱

…

石

の
柱

。
古

い
墓

道

の
前

に
立

て
た
も

の
。

石
人

。

▼

「
石

人
」
・
「
石

獣
」
陵

墓

前

に
並

べ

た

石

づ

く

り

の
人

間

像

・
獣
像
。
石
柱
と
と
も
に
並
べ
ら
れ
た
。

『漢
語
大
詞
典
』
で
は
、
「石
華
表
。
亦
迂
指
石
頭
柱
子
」
と

説
明
し
、
邸
道
元
の

『水
経
注
』

「粉
水
」
に

「粉
水
傍
有

文
将
軍
墓
、
随
前
有
石
虎
、
石
柱
、
甚
脩
麗
」
の

一
文
を
引

く
。

鵬
○
甲

冑

…
よ

ろ

い
と

か

ぶ
と

。

『易

経
』

「
説

卦
」

に

「
離

為

二
甲

冑

一。

[
疏
]
為

二
甲

冑

―、

取

二
其
剛

在

一レ
外

也
」

の
用

例

が
、
ま
た

『書

経
』
「
説
命

中

」

に

「
惟

口
起

レ
差

、
惟

甲

冑

起

レ
戎

。

[
傳
]

甲
、

鎧
、

冑
、

兜
整

也

。

[疏

]

経
傳

之
無

三
鎧

與
二
兜
整

一、
蓋

秦

・
漢

已
来

始

有

二
此

名

一、
傳

以
レ
今

暁

レ
古

也
。

古

之
甲
冑

皆

用
二
犀

兜

一、

未

レ
有

二
用
レ
鐵

者

一、
而
整

鎧

之
字

、
皆
従

金

、
蓋
後

世
始

用

レ

鐵
耳

」

の
用

例
が

見
え

る
。

こ
こ

で
は

川

口
久

雄

氏
が

、
岩

波
古

典
文

学

大
系

本

の
頭
注

で
触

れ
ら

れ

て

い
る
よ
う

に
、

『禮

記
』

「
儒
行

」

の

「
儒

有
下
忠

信

以

爲

二
甲

冑

一、
禮

義

以

爲

中
干

櫓

上
。

[注

]
甲

、
鎧

、

冑
、

兜

整

也
」

の

一
文

を

踏

ま
え

た

語
と

解

し
た

。

『文

選
』

巻

二
十

一

『詠

史

』
左

太

沖

の

「詠

史

八
首

」

に

「
錐
非

甲

冑
士

、
晴

昔

覧
穰

芭
」

の
句

が
見
え

る
。
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閣
團
図

①

0

18
句

目

「
風
控

同
木

秀
」

に

つ
い
て

の
考

察

こ
の
句

に
は
次

の
故

事
及

び
白

詩

の
投

影

が
あ

る
。

▼
『
文
選
』

「
運
命
論

一首

、
李
薫

遠
」

に
次

の

一
文
を

載

せ

る
。

「故

木

秀

二
於

林

一、
風

必

擢

レ
之

、
堆

出

二
於

岸

「、
流

必

滞
レ
之

、
行

高

二
於

人

一
、
衆
必

非
レ
之

。
」

（傍
線
筆
者
）
。

▼
『白

氏

文
集
』

「
㎜
代
書

詩

一
百
韻

、
寄

微
之

」

の

「
木

秀
遭

風
折

、

蘭

芳

遇
霰
萎

」

二
句

―閣
闘
図

②

0
18
句
目

「燈
滅
異
膏
煎
」
の

「燈
滅
」
と

「膏
煎
」
に
つ
い
て
の
考
察

こ
の
句
中
の

「膏
煎
」
は
次
の

一
文
を
踏
ま
え
る
。

『荘
子
』
内
篇
人
間
世
第
四

▼
「山
木
自
冠
也
、
膏
火
自
煎
也
。」
（傍
線
筆
者
）。

ま
た

「燈
滅
」
の
用
例
と
し
て
以
下
の
よ
う
な
句
を
挙
げ
る
こ
と
が

で
き
る
。

▼
『白
氏
文
集
』

『㎜
夜
雨
』

「早
蟄
喘
復
漱
/
残
燈
滅
又
明
」

0
18
句
目

「燈
滅
異
膏
煎
」
の

「異
」
に
つ
い
て
の
考
察

こ
の
句

の
意
は
、
「油
が
尽
き
て
消
え
る
燈
火
と

（強
風
に
あ
お
ら
れ

 

ロ

 

 

て
）

消
え

る
燈

火
と

は
異

な

る

の
だ

」
と
な

る

が
、

こ
こ

で

い
う

「
異

」

と

は
、
ど

の
よ
う
な
事

を
意

味

す

る
語
な

の
だ

ろ
う

か
。
ま

ず

、

こ

の
語

は
、
捌
句
の

「風
に
催
け
て
木
の
秀
つ
る
に
同
じ
」
の

「同
」
と
対
を
な

す
語
で
あ
る
。
こ
の
句
の
意
は
前
述
し
た
よ
う
に

「林
の
中
で
高
く
抜
き

出
た
木
は
、
か
な
ら
ず
風
が
吹
き
倒
す
も
の
だ
。
（今
の
私
と
同
じ
よ
う

に
。）」
と
な
る
所
で
あ
る
。
そ
れ
に
対
比
さ
せ
て
魏
句
を
考
察
す
る
と
、

「燈
滅
」
が

「膏
煎
」
に

「因

っ
て
で
は
な
い

（
11
異
な
る
）」
こ
と
を
意

図
し
た
表
現
で
あ
る
事
が
見
え
て
く
る
。
「膏
煎
」
と
は
先
に
指
摘
し
た

よ
う
に

『荘
子
』
の

一
文

「燈
火
の
膏
は
、
燈
火
に
用
さ
れ
る
た
め
に

却

っ
て
そ
の
身
を
燃
え
尽
し
て
し
ま
う
。
（才
あ
る
人
間
も
、
才
あ
る
が

故
に
災
に
あ
う
の
だ
）」
の
内
容
を
踏
ま
え
る
語
で
あ
る
。

そ
こ
で
道
真
が

「燈
滅
」
の
語
を
、
自
作
に
ど

の
よ
う
に
使

っ
て
い
る

の
か
を
次
に
例
示
す
る
。

▼
『菅
家
文
草
』
「
60

残
燈

・
風
韻
」

「蝕
光
不
力
扶
持
墨
、
競
下
藍
簾
恐
見
風
」

▼
『菅
家
後
集
』
「
鵬

矧
劇
二
絶
」

「脂
膏
先
蓋
不
レ因
レ風
、
殊
恨
光
無

一
夜
通
」

こ
の
用
例
か
ら
う
か
が
え
る
こ
と
は

「燈
火
の
消
え
方
」
を
、
道
真
は

二
通
り
想
定
し
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。
油
が
尽
き
て
消
え
る
の
と
、
「風
」

に
よ
っ
て
消
さ
れ
る
消
え
方
で
あ
る
。
こ
の
魏
句

で
は

「前
者
」
の
消
え

方
と

「異
」
な
る
と
表
現
し
て
い
る
こ
と
か
ら
、
こ
こ
は

「後
者
」
の

「風
」
に
よ

っ
て

「吹
き
消
さ
れ
る
」
意
で
あ
る
こ
と
が
明
ら
か
に
な
る
。

こ
こ
で
の

「風
」
を
人
間
に
置
き
換
え
れ
ば
、
道
真
を
陥
れ
た
小
人
に
当

た
る
の
で
あ
ろ
う
。
主
君
の
た
め
に
報
い
る
働
き
が
ま
だ
ま
だ
で
き
た
で

あ
ろ
う
に
、
す
べ
て
絶
た
れ
て
し
ま
っ
た
道
真

の
無
念
の
思
い
が
表
れ
て
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い
る
と

こ

ろ
だ
と

考
察

し
た

。

團
圏
國

③

0

1
句

目

「
覆
巣

憎
穀

卵
」

の
句

に
込

め
ら

れ

て

い
る
故
事

『世

説
新

語
』

「
言

語
第

二
」

の
孔
融

に
は

二
人

の
子
供

が

い
た
が

、
孔

融

が
捕

ら
え

ら

れ
た
時

、
子

供

の
命

乞

い
を

し
た

。
と

こ
ろ
が

子
供

た
ち

は

「
ひ

っ
く

り
返

っ
た
巣

の
下

に
割

れ

な

い
卵

が

あ

る

で
し

ょ
う

か

。
（父

上

が
今
捕

ら
え

ら
れ

よ
う
と

し

て

い
る
の

に
ど
う

し

て
私

た
ち

が
逃

げ

る

こ
と

が

で
き

ま

し

ょ
う

か
）
」

と

言

っ
た

と

い
う

、
次

の
話

を
踏

ま
え

る
。

孔
文

挙
有

二
二
子

一
、
大
者

六
歳

、
小
者

五
歳
。

畳

日
父

眠
。

小
者
床

頭

盗

レ
酒
飲

レ
之

。
大

児
謂

日
、

何
以

不
レ
拝

。
答

日

、
楡

、
那

得
行

レ
檀

。

孔
融

被

レ
収

、
中

外

憧
怖

。
時

融

児
大

者

九

歳

、
小

者

八
歳

。

二
児

故

琢

釘

戯

、

了

無

二
遽

容

一。
融

謂

二
使

者

[
日
、

翼

罪

止
二
於

身

一。

二

児

可
レ
得

レ
全

不
。
児

徐
進

日
、
大

人
量

見

三
覆

巣

之

下
、
復

有

二
完

卵

一乎

。

尋
亦
収

至

。

[
一
]

魏

氏
春

秋

日

、
融

対
二
孫
権

使

一有

二
融

読

之

言

一、
坐

二
棄

市

一。

二

子
方

八
歳

九
歳

。
融

見
レ
収

、
奔

棋
端

坐
不

レ
起

。
左

右

日
、
而

父
見

レ
執

。

二
児

日
、

安
有

二
巣

殿
、
而

卵

不
レ
破
者

一哉

。
遂

倶
見

レ
殺

。

世
語

日
、

魏
太

祖
以

二
歳
倹

一禁

レ
酒
、

融
謂

、
酒

以
レ
成

レ
檀

、

不
二
宜

禁

一
。

由

レ
是

惑
レ
衆
、
太

祖

収
レ
法

焉
。

二
子
髪

蓄

見
レ
収

、

顧
謂

二
二
子

一日

、
何

以

不

レ
避
。

二
子

日
、

父
尚

如
レ
此
、
復

何
所

レ
避

。

（下
略
）

二

捌
叙
意

一
百
韻

～
皿
句
か
ら
㎜
句
～

團
團
圏

開
閣
囚

皿

環
礫
黄
茅
屋

●
●
○
○
●

 

麗

劉
刑
碧
海
嬬

○
○
●
●
◎

鵬

吾
盧
能
足
ム矢

○
○
○
●
●

隅

此
地
信
終
焉

●
●
●
○
◎

窃

縦
使
魂
思
蜆

●
●
○
○
●

説

其
如
骨
葬
燕

○
○
●
●
◎

ホ

柳

分
知
交
糾
纏

●
○
○
●
●

ホ

ホ

酩

命

誼

質
莚

算

●
●

●
○

◎

㎜

叙
意

千
言

裏

●
●

○
○

●

㎜

何
人

一
可
憐

○
○

●
●

◎

*
脚
韻
は
下
平
声

「先
」
韻
、
韻
字
は

「
焉

・
燕

・
朦

・
憐
」
で
あ
る
。

囲
○
荒
荒
…
荘
荘

（松
平
）
（大
島
）
（尊
四
）
（太

一
）
（太
二
）
（刊
本
）

全
本

▼
頭
注

「荘
荘
作
荒
荒
」
（大
島
）

○
糾

…
▼
頭
注

「糾
作
糺
」
（大
島
）

○
謳

…
誰

（尊

一
）
（尊
二
）
（尊
三
）
（内
閣
）
（静
嘉
）
（加
越
能
）

トヨ



（彰
考
）

○
莚
箪
…
▼
頭
注

「莚
簿
作
筐
算
」
（大
島

）

團さ
う
さ
う

く
わ
う
ば
う

皿

環
環
た
り

黄
茅
の
屋

へ
き
か
い

ほ
と
り

醜

荒
荒
た
り

碧
海
の
嬬

鵬

吾
が
鷹
は
能
く
足
り
ぬ

ま
こ
と

悩

此
の
地
は
信
に
終
焉
な
ら
ん

た
と
ひ

窃

縦
使
魂

蜆
を
思
ふ
と
もい

か

ん

鵬

骨
の
燕
に
葬
ら
る
る
を
其
如
せ
ん

き
ゅ
う
て
ん

柳

分
は
糾
纏
に
交
は
る
を
知
る

な
ん

た
だ

跳

命
は
誼
ぞ
莚
算
に
質
さ
ん

コつ
ち

㎜

意
を
叙
ぶ
千
言
の
裏

い
つ

㎜

何
人
か

一
に
憐
む
べ
き

国
皿

（そ

の
私

は
）

小
さ

く
粗

末
な
あ

ば

ら
や

（
に
、
住

み
）

麗

薄
暗

く
暗

澹

と
し

た

（
西
海

の
果

て

の
）

青
海

原

の
ほ
と
り

（
に
、

立

つ
）
。

い
お
り

鵬

私
の
粗
末
な
盧
は
今
の
私
に
は
十
分
事
足
り
て
い
る
し

隈

こ
の
地
が
お
そ
ら
く
私
の
終
焉
の
地
と
な
る
で
あ
ろ
う
こ
と
は
間
違

い
な
か
ろ
う
。

跳

た
と
え
西
晋
の
羊
砧
の
よ
う
に
、
お
の
れ
の
魂
が
蜆
山

（湖
北
の
裏

陽

）

を
恋

し
く

思

っ
て
も

（ど

ん
な

に
京
都

を
恋

し
く

思

っ
て
も
）

鵬

そ

の
骨

が
遠

く
離

れ
た

北
方

の
燕

に
葬

ら
れ

る
と

し
た

ら
ど

う

で
あ

ろ
う

か

。

（私

の
、

こ

の
西
方

の
僻

地

に
生

を

閉

じ

よ
う

と

し

て

い
る

心

情

を
察

し

て
も
ら

い
た

い
）
。

柳

（今

と
な

っ
て
は

）
さ
だ

め
と

い
う

も

の
は
あ
ざ

な
え

る
縄

の
よ
う

な

も

の

で
あ

る
と

知

っ
た

。

鵬

（私

の
）

運

命

を

（今

さ

ら
）
竹

を

折

っ
て
占

っ
て
将

来

を
問

う

た

と

こ

ろ

で
何

に
な

ろ
う

。

㎜

以

上

こ

の
千

言

の
う

ち

に

、
私

の
意

（思

い
）
を

述

べ
た

が

珈

（
こ

の
詩
を

読

ん

で
）

い

っ
た

い
誰

が
専

念

に

（
私

の

こ
と

を

）
憐

れ

ん

で
く

れ

る
と

い
う

の
か

（そ

ん
な

者

は
存
在

し

な

い
で
あ

ろ
う

）
。

国
皿
○

環
礫

…
①

ち

っ
ぽ
け
な

さ
ま

。
②

取

る

に
足

り
な

い
様

子

。
小

さ

い

さ
ま

。

『文
選

』
張

衡

の

「
東
京

賦

」

に

「
既

環
礫

焉

。
岐

陽
之

蒐

、

又
何

足
数

。

（注

）

綜

日
、
環

環

、
小

也
」

の
句

が
見
え

る
。

○

黄
茅

…
ち

が

や

の

一
。

き

い
ろ

い
ち

が

や
。

「
茅
」

は

「
ち

が

や

（
イ
ネ

科

の
野
草

の
名

）
。
紙

の
原
料

に

し
た

り
屋

根
を

ふ

く
材

料
と

な

る
。

古
く

は

「
ち

が

や
」

の

葉

で

「
ち
ま

き

」
を

包

む

の

に
用

い
ら

れ

た
。
」

と

説

明

の

あ

る
植

物

名

で
、

「
茅

屋
」

と

し

て

「
か

や

ぶ

き

の
家

。

質

素

な

家

の
た
と

え

。
」

の
意

で
使

用

さ
れ

る
語

。
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『漢

語
大

詞
典
』

に
は

、
「
茅
草

名

」
と

説
明

し

、
李

時
珍

の

ぼ
う

 

『本

草
綱

目
』

「
草

二

・
白

茅
」

の

「
茅

有
白

茅

、
菅

茅
、

黄

ま

ま

しつ

茅
、
香
茅
、
芭
茅
数
種
…
…
黄
茅
似
菅
茅
、
而
茎
上
開
葉
、

茎
下
有
白
粉
、
根
頭
有
黄
毛
、
根
亦
短
而
細
固
無
節
、
秋
深

か
ん

コ

さ
く
と
う

開
花
穂
如
菅
。
可
爲
索
絢
。
古
名
黄
菅
」
の

一
文
を
引
く

『白
氏
文
集
』
「
㎜
山
鵬
鵠
」
に

「劃
馴
岡
頭
秋
日
晩
、
苦
竹

嶺
下
寒
月
低
」
の
句
が
、
「㎜
酬
元
員
外
三
月
三
十
日
慈
恩

寺
相
憶
見
寄
」
に

「赤
嶺
猿
聲
催
自
首
、
黄
茅
痛
色
換
朱
顔
」

の
句
が
見
え
る
。
更
に
、
本
詩

へ
の
投
影
が
強
く
見
ら
れ
る

「
㎜
代
書
詩

一
百
韻

寄
微
之
」
に
も
、
「官
舎
劃
訓
屋
、
人

家
苦
竹
擁
」
の
句
が
あ
る
。
こ
こ
で
は
、
後
述
す
る
が
、
「
㎜

代
書
詩

一
百
韻

寄
微
之
」
の
表
現
内
容
を
道
真
が
意
識
し

て
使
っ
て
い
る
所
と
考
え
た
い
。

醜
○

荒
荒

…
う

す
ぐ

ら

い
さ
ま

。
暗

淡
た

る
さ

ま

。

杜

甫

の

「
漫

成

詩

」

に

「
野

日
荒

荒

白

、
春

流

混

混
清

。

「
注
」

王
沫

日
、

一
云

二
荘
荘

一」

の
句

が

見
え

る
。

『漢

語
大
詞

典
』

で
は

「
①

椋
擾

貌
。

荒

、
通

"
慌

"
」

と
説

明

し
、

『宣

和

遺

書
』

前

集

の

「
當

初

只
爲

五
代

時

分

、

天

下
荒
荒

離
齪

、
朝

鵬
梁

而
暮

屡
晋

、

干
曳

不
息

」

の
用

例
を

、

ま

た

「②

瀦

淡

迷

荘

貌

」
と

説

明

し

、
さ

き

の
、
杜

甫

の

「
漫
成
詩

」
の

一
句

を
引

く
。

こ

こ

で
は

「
②

」
の
意

を
採

る
。

へ
き
か
い

○
碧
海
…
あ
お
う
な
ば
ら
。
槍
海
。

『海
内
十
洲
記
』
「扶
桑
在
二
東
海
之
東
岸
一、
岸
直
、
陸
行

登
レ岸

一
萬
里
、
東
復
有
二碧
海
一、
海
廣
挾
浩
汗
與
二東
海
一等
、

水
既
不
二
餓
苦
一、
正
作
二碧
色
一甘
香
味
美
」
が
、
ま
た
階
蝪

帝
の

「望
レ海
詩
」
に

「碧
海
錐
二欣
囑
一、
金
壷
空
有
レ聞
」

が
、
ま
た
蒔
道
衡
の

「従
二
駕
天
池

一慮
詔
詩
」
に

「駕
レ
竈

臨
二
碧
海
一、
按
レ
験
践
二瑞
池
一」
が
、
ま
た
盧
照
鄭
の

「長

安
古
意
」
に

「節
物
風
光
不
二相
待

一、
桑
田
碧
海
須
輿
改
」

の
用
例
が
見
え
る
。」

『白
氏
文
集
』
「
脳
得
湖
州
崔
十
八
使
君
書
喜
與
杭
越
鄭
郡
因

成
長
句
代
賀
兼
寄
微
之
」
に

「越
國
封
彊
呑
碧
海
、
杭
域
縷

閤
入
青
煙
」
の
句
が
見
え
る
。

『菅
家
文
草
』
「
鰯

遊
覧
偶
吟
」

に
も

「鳥
出
奨
籠
翅
不
傷
、

青
山
碧
海
任
低
昂
」
の
句
が
見
え

る
。

○
嬬

…
①
廟
や
宮
殿
の
内
側
と
外
側
の
垣
と

の
間
の
空
地
。
②
城
郭

に
沿

っ
た
空
地
。
川
沿

い
の
空
地
。
（古
訓
）
ポ
ト
リ

・
ア

ラ
カ
キ
。

▼
こ
こ
で
は
調
居
の
あ
る

「太
宰
府
の
地
」
を

「西
海
の
ほ
と

り
」
に
見
立
て
た
表
現
。

悩
○
終
焉
…
命
の
終
わ
り
。

一
生
の
終
わ
り
。
臨
終
。
死
。

『漢
語
大
詞
典
』
で
は

「終
焉
之
志
」
の
項
に
、
「在
此
安
身

終
老
的
想
法
」
と
説
明
し
、
『晋
書
』
「王
義
之
傳
」
の

「義
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之
雅
好
服
食
養
性
、
不
楽
在
京
師
、
初
渡
漸
江
、
使
有
終
焉

之
志
」
の
一
文
を
引
く
。

ま
た
、
底
照
隣
の

「宴
風
泉
石
翁
神
祠
詩
序
」
の

「形
木
讐

枯
、
将
有
終
焉
之
志
」
の
一
文
を
引
く
。

『白
氏
文
集
』
「
㎜
涯
春
池
」
に

「天
與
愛
水
人
、
翻

落
吾

手

」

の
句

が
見
え

る
。

獅
○

縦
使

…
タ
ト

ビ
。
仮
定

の
言
葉

。
「
縦

令

」

に
同
じ

。

『漢

辞
海

』

で

は
、

つ
ぎ

の
よ
う

に
説

明
す

る
。

國
'あ

る
条

件
を

仮

定
し

て
も

、
結

果
は

変
わ

ら

な

い
と

い
う

譲
歩

の
意

味
を

表

し
、

「
縦

」

は
条

件
節

の
文

頭

ま

た

は

そ

の
主

語

の
あ

と

に
お
く
。

「
タ
ト

ビ
…

（ト

モ
）
」

（
「
た

と

へ
」
も

許

容

さ

れ

る
）
と

訓

読

し

て
、

「
か

り

に

…

と

し

て
も

」
と

訳

す
。

張

謂

の

「
題

二
長
安

主
人

壁

一詩

」

に

「
縦

令

然
諾

暫
相

許

、

終

是
悠
悠

行

路
心

」

の
句

が
見

え

る
。

『漢

語
大

詞
典
』

で
は

「
即
使

」
と
説

明

し
、
顔

之
推

の

『顔

子
家

訓
』

「
養

生

」

に
あ

る

「
縦
使

得
仙

、
終

當

有

死

」

の

一
文
を

引
く

。
ま

た
杜
甫

の

「
戯
為

六
絶

句

之

三
」

に
あ

る

「
縦
使

盧

王

操
翰

墨
、
劣

於

漢

魏

近

〈
風

〉

〈騒

〉
」

の
句

を

引
く
。

『
菅
家

文
草
』

『菅

家

後
集

』

に
も

以

下

の
よ
う

な
用

例

が
散

見

す

る
。

▼
「
39

八

月
十

五
夕

侍

レ
月
、
席

上
各

分

二
一
字

一―

（
四
）
」

に

「
縦

使
清

光
縷

透

出
、

當

勝
徹
夜

甚

籏
疎

」

▼
「
謝

早
春

侍
二
内

宴

一、

同
賦

二
開
春

楽

一、
慮

レ
製
」

に

「
縦

使

春
聲

天
地

満

、
不

如

万
歳
報

山

椒
」

▼
「
55

仲
秋

繹

鍵
、

聴
レ
講

二
周

易

一、

賦

二
鳴

鶴

在

一レ
陰
」

に

「縦

使
清

聲

千

万
和

、
不

用
十

翼
山豆
高
聴

」

▼
「
聡

ト

レ
居
」

に

「
「
網
側

門

庭

皆

冷

倹

、

不
僻

到

老

富

鶯

花

」

○

蜆

…
南

方

荊

州

の
裏

陽

に
あ

る

蜆
山

の

こ
と
。

「
羊

砧

」

の
故

事

を

踏
ま

え

る
。

こ

こ
で
は

「
京

都

」
を

指
す

語

。

畢
閣
醐
國

①

▼
蜆
山
…

「羊
結
」
の
故
事
を
踏
ま
え
た
も

の
と
し
て
杜
甫

「随
章
留
後
新
亭
會
送
諸
君
」
に

「
己
堕
蜆
山
涙
、
因
題
零

雨
詩
」
の
句
が
、
又

『白
氏
文
集
』

に
も

「
㎜
送
凋
舎
人
閤

老
往
嚢
陽
」
に

「莫
懸
漢
南
風
景
好
、
蜆
山
花
蓋
早
蹄
來
」

の
句
が
、
「裏
陽
道
」
に

「羊
公
名
漸
遠
、
唯
有
蜆
山
碑
」

が
見
え
る
。
又
、
「㎜
代
書
詩

一
百
韻
。
韻
、
寄
微
之
」
に
は
、

「蜆
亭
」
と
し
て
次
の
句
が
見
え
る
。
「心
揺
漢
皐
颯
、
涙
堕

劇
訓
碑
」
、
「㎜
東
南
行

一
百
韻
」
に
も
、
「蜆
陽
亭
寂
莫
、

夏
口
路
崎
嘔
」
の
句
が
見
え
る
。
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鵬

○
其
如
…
『漢
辞
海
』
に
は

「仮
定
を
表
す
接
続
詞
と
し
て
条
件
節

に
置
く
。
「
そ
レ
」
と
訓
読
す
る
が

「も
シ
」
と
訓
読
し
て

も
よ
い
。
「も
し
も
…

（な
ら
ば
）
」
「
か
り
に
…

（な
ら
ば
）」

な
ど
と
訳
す
」
と
説
明
し
、
『孟
子
』
「梁
恵
王
上
」
の

「其

如
レ是
、
敦
能
禦
レ之
」
の
用
例
を
引
く
。
ま
た

『論
語
』
「述

而
」
に

「子
日
、
天
生
徳
於
予
、
桓
魑
其
如
予
何
」
の
用
例

が
見
え
る

『漢
語
大
詞
典
』
に
は

「忽
奈
、
先
奈
」
と
説
明
し
、
劉
長

卿
の

「峡
石
遇
雨
宴
煎
王
簿
従
兄
子
英
宅
詩
」
に

「錐
欲
少

留
此
、
其
如
帰
限
催
」
の
句
を
引
く
。

○
燕

…
河
北
省
の
古
名
。
今
の
天
津
地
方
で
海
に
も
近
い
。
北
方
に

位
置
し
極
寒
の
地
。
こ
こ
で
は

「太
宰
の
地
」
を
指
す
語
。

▼
菅
原
道
真
の

「賦
」
「清
風
戒
寒
賦
」
の
中
で
、
「洞
庭
波
白
、

燕
塞
草
蓑
」
（〈秋
風
が
水
面
を
吹
き
抜
け
る
と
〉
か
の
洞
庭

湖
に
は
波
が
白
く
た
ち
始
め
、
秋
風
が
山
野
を
吹
き
抜
け
る

と
、
か
の
北
方
の
燕
塞
の
地
で
は
い
ち
早
く
草
木
が
枯
れ
始

め
る
）
（拙
稿

「菅
原
道
真
研
究
1

「清
風
戒
寒
賦

一
首
」

注
釈
」
よ
り
引
用
）
と
使
っ
て
い
る
例
を
見
出
せ
る
。
こ
の

賦
は

『本
朝
文
粋
』
に
も
収
録
さ
れ
て
お
り
柿
村
重
松
氏
は

『本
朝
文
粋
注
釈
』
語
注
で
、
「案
燕
在
二北
方
一、
最
寒
、
塞
、

則
長
地
也
」
と
説
明
す
る
。

杜
甫
の

「送
斐
五
赴
東
川
」
に

「何
日
通
燕
塞
、
相
看
老
蜀

門
」

の
句

が
見

え

る
。

柳
○
糾

纏

…
①

よ
り
合

わ

せ
た
縄

。

あ
ざ

な
え

る
縄

。

②

縄

の
よ

う

に

ま

つ
わ

り

続

く

。
「
糾

」
は

「
三
す

じ

ょ

り

の
縄

」
。

「
三
本

の
糸

で
撚

っ
た
縄

。
一
説

に

二
本

撚
り

の
縄
」
。

『漢

語
大

詞
典
』

に
は

、
「
亦

作
糾

墨

。
縄
索

」

と
説

明

し
、

て
ん
じ
ょ
う

さ

ら
に

「
"
交

互
纏

続
"
」
と

の
説
明
を

補

足
す

る
。

『文

選
』

買
誼

の

「
鵬
鳥

賦

」

の

つ
ぎ

の
句

を
踏

ま

え
た

語
。

▼
「
夫

禍
之

與
福

分

、
何

異
糾

纏

。
李
善

注

、

『字

林
』

日

、
糾

、

両
合

縄
、

纏

、
三

合
縄

。
磨

勘

日
、

禍
福

相
與

為
表

裏

、
如

糾
纏

縄
索

相

附
會

也
」
。

か
つ
か
ん

し

『鵬
冠
子
』
「世
兵
」
の
中
に
も
次
の
用
例
を
見
出
せ
る
。

「禍
乎
福
之
所
椅
、
福
乎
禍
之
所
伏
、
禍
與
福
如
糾
纏

（注
）

此
言
、
禍
福
相
為
表
裏
、
執
如
索
絢
纏
索
也
」。

跳
○

誼

…
「
な

ん

ぞ
」

「
い
ず

く

ん
ぞ

」
と

訓

み
、

反
語

の
意

と

な

る
。

な

お

「
誰

」
と

す

る
諸

本

も

あ

る

が
、

「
誰

」

は

（○
）

で

あ

る
た

め
、

二
四
不

同

の
原

則
か

ら
考

え

て
、

こ

こ

で
は
写

本

の

一
部

や
刊

本

に
あ

る

「
巨二=口
」

（●

）
を

採

っ
た

。

○

莚
算

…
古

の
ト

法

の

一
。
ト

す

る
時

、
眼

前

の
草
木

の
枝
を

折

り
そ

の
多

寡

を
数

え
ず

三
本
ず

つ
数
え

取

っ
て
、
そ

の
残

り

を
用

い

て
吉

凶
を

定

め

る
も

の
。

『新

字

源
』

で
は

「
草

を

結

び

竹

を
折

り
、

そ

の
結

び

目
や
折

れ

た
形

で
占

い
を
す

る
」

と

説

明
す

る
。
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『漢
語
大
詞
典
』
で
は
、
「亦
作
錘
算
。
古
楚
地
人
占
卜
的

一

け
い
ほ
う

種
方

法
」

と
説

明

し
、

『楚

辞
』

「
離

騒
」

の

「
索

二
歌
茅

一以

莚
算

分
、

命
二
霊

雰

一為
レ
余

占
レ
之
。

王
逸

注

、
索

、
取

也
。

蓑
茅

、
霊

草
也

。
麺

、
小
折

竹
也

。
楚

人

名
結

草
折

竹

以
卜

算
」

の
用

例
を

引
く

。

こ

の
用
例

に

つ
い
て
新
繹
漢

文
大

系

『楚

辞
』

の

「
語

釈
」

で
は

、
「
王
逸

は
、

"
莚
"

は
小
折

竹

な
り

。
楚

人
草

を

結
び

、

竹
を

折
り

て
以

っ
て
ト
す

る
を
名

づ

け

て

"算

"
と

い
う

」

と
注

す

る
。

五
臣
注

に

「
竹

葬
」

と

い
う

。
聞

一
多

の

『枚

補
』

に

『
玉

燭
宝

典
』

『類

聚
』

そ

の
他

に

二
字

と

も

艸

冠

に
な

っ
て

い
る
と

い
う
。

こ
こ

は
動

詞

に
用

い
た
も

の
と

見

て
草

木
を

以

っ
て
占
う

と
解

す

る
。

一
に

「
歌

茅
と

莚
と

を

索

り

て
筆

す
」
と

読

み
、
霊

草
と

小

さ
く

折

っ
た
竹

と

で
占

う

の
だ
と

、

い
う

。

し
か
し

莚
算

の
二
字

を
草

木

に
し

て
数

え

占
う

と
解

す

る
聞

一
多
説

が
楚

辞

の
語
法

上

か
ら

も
穏

当

で
あ

ろ
う
」

（
53
～

54
頁
引

用
）
と

の
説
明

を
載

せ

る
。

㎜
○

叙
意

…
お
も

い
を
述

べ
る
。

『
漢
語
大

詞
典

』

で
は

、

「表

達

心
意

」

と
説

明
し

、

『三

国
志
』

「
呉
志

、
趙

達

伝
」

の

「
倉

卒
乏

酒

、

又
無
嘉

肴

、
無

以
叙
意

、
如

何
」

の
用

例
を

引

く
。

㎜
○
何

人

…
ど

の
よ
う

な
人

。

い
か
な

る
人
。

な

ん
び

と
。

『菅
家

文
草
』

で
は

、
「
98

有

所

思
」

に

「
不
知

我

者
謂

我

療

、
同側
川

口
上

将

鎖

骨
」

の
句

が
、

又

、
「
細
冬

夜

有

感

、

簡

藤

司
馬
」

に

「
霜
簾

数

歩
菊

花
残

、

更
有

何

人
此

日
看

」

の

句

が

見

え

る
。

〇

一

…

こ

こ
で
は

『漢
辞

海
』

に
説
明

す

る
よ
う

に

「
始

終

。
ず

っ

と

。

（行
為

や
状

況

が
途
切

れ

た
り

変

わ

っ
た
り

し
な

い
意

）
。

い
つ一

に
。
専
念
に
。
も
っ
ぱ
ら
」
の
意
で
解
釈
す
べ
き
語
。

○
可
憐
…
あ
わ
れ
む
べ
し
。
か
わ
い
そ
う
、
あ
わ
れ
に
思
う
。
気
の
毒

に
思
う
。
い
つ
く
し
む
。

『漢
語
大
詞
典
』
で
は
、
「値
得
怜
欄
」
と
説
明
し
、
『荘
子
』

の

「庚
桑
楚
」
の

「汝
欲
レ返
二性
情
一、
而
無
二由
入
一、
可
レ

憐
哉
」
の
用
例
、
お
よ
び
白
居
易

の

『売
炭
翁
』
の

「
可
憐

身
上
衣
正
軍
、
心
憂
炭
賎
願
天
寒
」
の
句
を
引
く
。

白
詩
に
も
多
用
さ
れ
て
い
る
語
で
あ
る
。

一
例
を
挙
げ
る
と

『白
氏
文
集
』
「
撒
抄
秋
濁
夜
」
に

「無
限
少
年
非
我
伴
、
可

憐
清
夜
與
誰
同
」
の
句
が
見
え
る
。

『菅
家
文
草
』
「
一
月
夜
見
梅
花
」
に

「可
憐
金
鏡
轄
、
庭
上

玉
房
馨
」
の
句
が
、
「
鰯
翫
梅
花
、
鷹
製
」
に

「随
庭
有
梅

惣
可
憐
、
不
如
猫
立
月
明
前
」
の
句
が
、
「
姫
古
石
」
に

「漱

歯
幽
人
意
、
相
看
太
.可
倒
」
の
句
が
、
「
脇
元
日
、
戯
譜
小

郎
」
に

「珍
重
行
年
五
九
春
、
可
憐
兇
輩
二
一二
人
」
の
句
が

見
え
る
。

畢
閣
醐
國

②
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照
剛
國

①

0
1
句
～
1
句

「縦
使
魂
思
蜆
、
其
如
骨
葬
燕
」
の
二
句
に
込
め
ら
れ
た

「羊
砧

の
故
事
」
に
つ
い
て

「裏

陽

の
太
守

と

な

っ
た
羊
砧

は
、

こ

の
地

の
風

光
を

心

か
ら
愛

し

、

蜆
山

に
登

っ
て
は
置
酒

言
詠

し
、

終

日
そ

こ

で
楽

し

ん
だ

。
彼

が
没

し

た
後
、

彼

の
徳
を

慕

っ
て
民

衆

は
蜆
山

に
碑

を

立

て
た
」

と

い
う

話
が

、

『
晋
書
』

巻

三
十

四

「羊

砧
傳

」

お
よ
び

『蒙

求
』

「
54
羊

砧
識

環
」

に

載

る
。

▼

『
蒙
求
』

「
54
羊
砧

識

環
」

「
晋
羊

砧

字

叔

子
、
泰

山

南

城

人
、
世

吏

二
千

石
、

至
レ
砧

九

世
、

並

以

二
清
徳

一聞

。

（中

略
）

砧

博
学

能

囑

レ
文

、
魏

高
貴

郷

公

時
、

公
車

徴

、

拝
二
中
書

侍

郎

一、

武

帝

有
二
滅

レ
呉

之
志

一、
以

レ
砧
都

二
督

荊
州

諸
軍

事

一、
出
鎮

二
南

夏

一。

累
二

進

征
南

大
将

軍

南

域
侯

一。
卒

贈

二
大

傅

一。
初

有

二
善

相

レ
墓

者

一、

言
レ

砧

祖
墓

所
有

二
帝

王
気

一。
若
馨

レ
之

則
無

レ
後

、
後

遂
盤

レ
之

。
相

者
見

日

、

猶

出
二
折
腎

三
公

一。
砧

寛
寛

堕
レ
馬
折
レ
腎
、

仕

至
レ
公

、
而

無

レ
子
。

砧

楽

二
山
水

一、
毎

二
風
景

一必

造

二
蜆

山

一
、
置

酒

言

詠
、

終

日

不
レ
倦
。

裏

陽
百
姓

於

二
砧
平
生

遊
憩

之
所

一建

レ
碑
立

レ
廟

、
歳

時
享

杷

。
望

二
其
碑

一

者

、
莫

レ
不
レ
涙

レ
涕

。
杜

預

因
名

爲

二
堕

涙

碑

一。
荊

州

人
爲

レ
砧

譲
レ
名

云
」
。

▼
松
浦

友
久

氏
は

「
羊

砧

」
が
守

と

な

っ
た
地

（嚢

陽

）

の

こ
と

を

、
「
湖

北

省

の
西

北
部
、
漢
江
の
ほ
と
り
に
位
置
し
、
漢
代
以
降
南
北

（華
北
と
華
中
）

の
勢
力
が
激
突
す
る
地
点
と
し
て
、
あ
る

い
は
ま
た
南
北
を
結
ぶ
交

通
の
要
所
と
し
て
重
視
さ
れ
た
。
さ
ら
に
は
、
ま
た
漢
江
の
水
運
を

利
用
し
た
物
資
の
集
散
地
た
る
商
港
と
し
て
南
朝
以
来
繁
栄
し
、
遊

楽
の
都
市
と
し
て
知
ら
れ
た
」
と
説
明
さ
れ
て
い
る
。
（『漢
詩
の
事

典
』
よ
り
）。

▼
清
藤
鶴
美
氏
は
、
こ
の
二
句
に
つ
い
て

「道
真
は
愛
慕
す
る
京

の

山
々
を
蜆
山
に
た
と
え
、
西
陸
の
筑
紫
を
燕
に
な
ぞ
ら
え
た
の
で
あ

ろ
う
」
と
付
記
さ
れ
て
い
る
。
（
『菅
家
の
文
草
』
よ
り
）
。

こ

の
二
句

に
は

、
ど

ん

な

に
自

分

の
魂

が
京

都
を

恋

し
く

望

ん

で
も

、

遺

骨

は
、

そ

こ
か

ら
は

る
か

に
離

れ
た

こ

の
西

の
筑

紫

に
埋

め
ら

れ

る

で
あ

ろ
う

と

い
う

、

い
か

ん
と

も

し
が

た

い
深

い
絶

望

感

が
感

じ

ら
れ

る
。

園
醐
國

②

0
1
句
～

句

「叙
意
千
言
裏
、
何
人

一
可
憐
」
の
二
句
に
込
め
ら
れ
て

い
る
詩
情
の
考
察

筆
者
は
別
稿
（3）で
こ
の

「叙
意

一
百
韻
」
の
詩
句
内
容
に
、
深
層
部
分

の
投
影
と
し
て
白
居
易
の
元
積
宛
に
送

っ
た
唱
和
詩

「
㎜
代
書
詩

一
百
韻

寄
微
之
」
の
存
在
に
注
視
す
る
必
要
が
あ
る
と
述
べ
た
。
以
下
、
そ
の

一

文
を
引
用
す
る
。
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こ
の
道
真
の
詩
の
主
題
と
も
言
え
る
道
真
の

「
こ
の
詩
で
何
を
訴

え
よ
う
と
し
て
い
る
か
」
と
い
う
こ
と
に
対
し
て
の
私
見
を
述
べ
て

結
び
と
し
た
い
。

そ
の
鍵
は
、
[出
典
の
分
析

（そ
の
二
）
～
深
層
部
分
の
投
影
考

察
～
]
で
取
り
上
げ
た
、
白
居
易
と
元
?
ら
と
で
定
着
さ
せ
た

一
百

韻
形
式
の
五
言
排
律
の
作
品
群
に
あ
る
。
と
り
わ
け
、
先
学
の
指
摘

に
あ
る
よ
う
に
、
道
真
の
こ
の
詩
の
構
成
法
は
、
白
居
易
の

「東
南

行

一
百
韻
」
、
元
積
の

「酬
楽
天
東
南
行
詩

一
百
韻
」
に
拠
る
と

い

う
考
え
方
に
全
く
異
論
は
な
い
。
そ
し
て
そ
の
事
実
は
谷
口
氏
が
言

及
す
る
、
「
こ
の
「叙
意
」
詩
の
形
式
が

一
百
韻
で
あ
る
こ
と
に
よ
っ

て
お
の
ず
と
同
形
式
の
白
居
易

「東
南
行
」
を
踏
ま
え
て
作

っ
て
い

る
こ
と
を
読
む
者
に
理
解
さ
せ
、
意
識
に
上
ら
せ
る
仕
掛
け
と
な
っ

て
い
る
の
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
に
元
白
の

一
百
韻
詩
を
い
っ
ぽ
う
に

置

い
て
こ
の

「叙
意

一
百
韻
」
を
読
む
こ
と
で
こ
の
作
品
の
性
格
も

よ
り
明
確
に
理
解
で
き
る
」（↓
の
一
文
に
尽
き
る
と
考
え
る
。
筆
者

は
こ
の
視
点
を
更
に
補
強
で
き
る
も
の
と
し
て
、
新
た
に
白
居
易
の

「代
書
詩

一
百
韻
寄

之
」
か
ら
の
投
影
関
係
を
探

っ
て
み
た
。
既

に
指
摘
の
あ
る

「東
南
行
」
よ
り
も
更
に
深
層
部
分
で
濃
厚
な
投
影

関
係
が
あ
る
こ
と
が
判
明
し
た
。

筆
者
は
そ
の
理
由
を
次
の
よ
う
に
考
え
る
。

先
の
白
詩
の

「東
南
行
」
は
、
白
居
易
が
元
積
を
含
む
八
人
の
親

友
に
送

っ
た
も
の
に
対
し
、
「代
書
詩
」
は

「元
種
」
の
み
に
向
け

ら
れ
た
唱
和
詩
だ
か
ら
で
は
な
い
か
。
換
言
す
れ
ば
、
こ
の
道
真
が

「叙
意

一
百
韻
」
で
最
も
訴
え
た
か
っ
た

の
は
、
今
の
自
分
の
心
情

を
共
に
分
か
ち
あ
え
る

コ

人
」
の
友
も
持
ち
得
ぬ

「孤
独
感
」
で

は
な
か
っ
た
の
か
。
自
分
の
生
の
軌
跡
を

「誰
と
も
共
有
出
来
ぬ
絶

望
感
」
と
も
言
い
直
せ
る
も
の
で
あ
る
。

白
居
易
が

「代
書
詩
」
で

「狂
吟
す

一
千
字
/
因

っ
て
微
之
に

寄
せ
し
む
」
と
結
ぶ
の
と
、
道
真
が

「意
を
叙
ぶ

千
言
の
裏
/
何

 

 

人
か

一
に
憐
む
べ
き
」
の
詠
む
そ
の
詩
情
の
落
差
こ
そ
が
、
道
真
の

こ
の
詩
で
最
も
後
世
の
者
に
伝
え
た
か

っ
た
こ
と
で
は
な
い
だ
ろ
う
。

つ
ま
り
、
白
詩
が

「中
懐
爲
向
誰
」
「
何
人
共
解
願
」
と
問
い
か

け
て
、
そ
れ
を

「狂
吟

一
千
字
/
因
使
寄
微
之
」
と
結
ぶ
詩
情
を
、

道
真
は

「叙
意
千
言
裏
/
何
人

一
可
憐
」
と
し
て
詠
ま
な
け
れ
ば
な

ら
な
か

っ
た
所
に
、
白
居
易
の
よ
う
に
心
か
ら
信
頼
し
合
え
る
元
積

の
よ
う
な
友
を
持
ち
得
ぬ
悲
し
み
、
「天
涯
孤
独
」
の
絶
望
感
を

一

層
際
立
た
せ
る
句
作
り
と
な

っ
て
い
る
こ
と
が
、
明
ら
か
に
な
る
。

こ
こ
が
道
真
の
こ
の

「叙
意

一
百
韻
」
で
訴
え
た
か
っ
た
核
心
部
分

で
は
な
か
っ
た
の
か
。

こ
の
句

の

一
九
九
句
、
二
〇
〇
句
こ
そ
が
こ
の
作
品
の
主
題
と

な
っ
て
い
る
。
つ
ま
り
、
白
居
易

・
元
?
等
の
唱
和
詩
の
内
容
を

一

方
で
対
比
さ
せ
れ
ば
、
そ
う
し
た
心
を
許
し
合
え
る
友
を
持
ち
え
ぬ
、

道
真
の

「天
涯
孤
独
の
底
知
れ
ぬ
心
の
闇
」
の
叫
び
が
浮
か
び
上

が
っ
て
く
る
。
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三

圏今回注
釈
の
対
象
と
し
た
百
八
十

一
句
か
ら
二
百
句
の
内
容
を
概
説
し

て
み
る
。

今
回
取
り
挙
げ
た
二
十
句
は
、
十
句
毎
を

一
段
と
す
れ
ば
、
「十
九
段
」

「
二
十
段
」
目
に
あ
た
る
。

【十
九
段
】

こ
の
十
句
で
は
、
左
遷
さ
れ
る
に
到
っ
た
状
況
の
分
析
と
そ
の
こ
と
に

対
す
る
心
情
を
吐
露
す
る
。
才
あ
る
が
為
に
却

っ
て
災

い
に
遭
う

『文

選
』
や

『荘
子
』
の
故
事
を
踏
ま
え
て
、
自
分
自
身
の
高
位
に
登
っ
た
こ

と
が
、
こ
の
今
の
状
況
を
生
ん
だ
と
悔
や
む
。
ま
た
そ
の
災
い
が
我
が
身

の
み
な
ら
ず
家
族
、
菅
家

一
門
に
苛
酷
な
ま
で
に
及
び
、
今
ま
で
誠
心
誠

意
務
め
て
来
た
こ
と
が
却

っ
て
あ
だ
と
な

っ
た
こ
と
を
嘆
き
、
憤
る
そ
の

憤
怒
の
念
が
横
溢
す
る
内
容
と
な
っ
て
い
る
。

【二
十
段
】

こ
の
結
末
の
十
句
で
は
、
『晋
書
』
の

「羊
砧
傅
」
に
あ
る
故
事
を
踏

ま
え
て
、
京
に
戻
る
こ
と
も
か
な
わ
ず
自
分
自
身
が
太
宰
の
地
で
命
を
落

と
す
で
あ
ろ
う
予
感
に
ど
こ
に
も
怒
り
を
吐
露
す
る
こ
と
も
出
来
な
い
無

念
さ
と
、
現
状
の
非
情
さ
に
お
の
の
き
つ
つ
、
こ
れ
も
己
れ
の
宿
命
だ
と

諦
念
す
る
心
情
が
流
れ
る
。
こ
れ
は
、
先
に
指
摘
し
た
よ
う
に
、
=

段
」

と
対
峙
さ
せ
れ
ば
よ
り
鮮
明
に
な
る
。
こ
こ
に
も
道
真
の
見
事
な
作
品
構

成
へ
の
配
慮
が
な
さ
れ
て
い
る
こ
と
を
再
確
認

で
き
る
。

そ
し
て
、
こ
の
句
の

一
九
九
句
、
二
〇
〇
句

こ
そ
が
こ
の
作
品
の
主
題

と
な
っ
て
い
る
。
つ
ま
り
、
白
居
易

・
元
?
等

の
唱
和
詩
の
内
容
を

一
方

で
対
比
さ
せ
れ
ば
、
そ
う
し
た
心
を
許
し
合
え

る
友
を
持
ち
え
ぬ
、
道
真

の

「
天
涯
孤
独
の
底
知
れ
ぬ
心
の
闇
」
の
叫
び
が
明
ら
か
に
な
っ
て
く
る
。

以
上
二
〇
〇
句
を
十
句
毎
、
「二
十
段
」
に
分
け
な
が
ら
構
成
を
考
察

し
て
来
た
。
こ
こ
で
総
括
を
し
て
み
る
。
こ
の

「叙
意

一
百
韻
」
は
、
五

言
二
百
句
か
ら
な
る
排
律
と
い
う
定
型
で
構
成
さ
れ
、
し
か
も
、
全
篇
に

亘
り
下
平
声

「先
」
韻
に
よ
る

一
韻
到
底
が
貫
か
れ
て
い
る
。
又
、
全
篇
、

奇
数
句
と
偶
数
句
と
が
対
を
な
す
と
い
う
徹
底
し
た
構
成
の
統

一
美
が
実

践
さ
れ
て
い
る
こ
と
に
ま
ず
注
目
す
べ
き
で
あ

る
。
そ
う
し
た
中
で
、
句

内
容
に
つ
い
て
も
同
様
に
、
道
真
の
意
識
的
な
構
築
が
な
さ
れ
て
い
る
と

考
え
た
0

一
方
、
こ
の
句
構
成
に
つ
い
て
は
既
に
先
学
に
よ
り
さ
ま
ざ
ま

な
考
え
方
が
提
起
さ
れ
て
来
て
い
る
。（5）

筆
者
が
全
篇
を
あ
え
て

「均

一
」
に

「十
句
毎
」
に
区
分
す
る
こ
と
を

提
起
し
た
大
き
な
根
拠
は
、
八
〇
句

「琴
聲
未
改
絃
」
の
句
の
あ
と
に
、

「已
上
十
句
、
傷
習
俗
不
可
移
」
の
分
注
が
見
ら
れ
る

（
一
部
の
写
本
や

刊
本
全
本
）
点
で
あ
る
。
傍
線
を
引
い
た
よ
う

に
こ
れ
を
、
十
句
を

一
ま

と
ま
り
の
も
の
と
し
て
構
築
し
て
い
る
こ
と
を
示
唆
す
る
道
真
自
身
に
よ

る
分
注
と
考
え
た
か
ら
で
あ
る
。
詩
全
篇
に
敷
延
し
て
考
察
す
る
と
、
十

句
毎
に
二
十
段
に
区
切
る
こ
と
で
見
事
に
、
構
成
の
統

一
が
は
か
ら
れ
て
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い
る
こ
と
が
、
先
の
具
体
的
詩
句
の
例
示
で
実
証
で
ぎ
た
と
思
う
。

つ
ま
り
、
こ
の
構
成

一
つ
を
と
っ
て
も
徹
底
的
に
そ
の
統

一
性
に
こ
だ

わ
る
道
真

の
性
向
と
も
換
言
で
き
る
も
の
を
指
摘
で
き
る
よ
う
に
思
う
。

道
真
の
美
意
識
が
そ
こ
か
ら
垣
間
見
ら
れ
る
の
で
あ
る
。

そ
し
て
、
こ
の
作
品
の
構
成
を
考
え
る
時
、
見
逃
し
て
は
な
ら
な
い
の

は
、
「季
節
の
推
移
」
を
基
軸
と
し
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。
「春
」
か
ら

「初
夏
」
「梅
雨
」
「盛
夏
」
（「残
暑
」
）
「初
秋
」
「仲
秋
」
と
い
う
京
か
ら

太
宰
の
地
に
我
が
身
を
移
し
な
が
ら
、
そ
の
我
が
身
の
周
辺
の
事
を
季
節

の
推
移
に
触
発
さ
れ
な
が
ら
詠

っ
て
い
る
と
い
う

一
貫
し
た
詠
作
姿
勢
を

押
さ
え
て
お
く
必
要
が
あ
る
。

一
見
、
道
真
の
心
情
が
、
あ
る
い
は
志
向

す
る
も
の
が
、
そ
の
時
々
に
よ

っ
て
大
き
く
変
わ
っ
て
い
く
様
が
、
そ
こ

に
詠
作
上

の
一
貫
性
を
欠
く
詠
み
ぶ
り
の
証
左
と
も
考
え
ら
れ
る
が
、
こ

れ
を

「季
節
の
推
移
」
を
基
軸
と
し
て
、
と
ら
え
直
す
と
そ
の
季
節
感
が

読
者
に
共
有
さ
れ
て
い
れ
ば
道
真
の
心
情
の
変
化
が
無
理
な
く
読
み
手
に

伝
わ
る
こ
と
が
理
解
で
き
る
の
で
あ
る
。

四

口

■

.

・
.

≡

7

最
後
に
こ
の

「叙
意

一
百
韻
」
の
制
作
時
期
の
私
見
を
述
べ
た
い
。

従
来
、
こ
の
詩
の
制
作
時
期
に
つ
い
て
は
、
川
口
久
雄
氏
を
始
め
と
し
て
、

多
く
の
先
学
が

=
二
九
句

の

「九
見
桂
草
圓
」
の
句
の
解
釈
の
箇
所
で

「左
遷
後
九
ヶ
月
後
の
時
期
」
つ
ま
り

「十
月
か
ら
十

一
月
」
（晩
秋
か
ら

初
冬

の
候

）

で
あ

ろ
う
と

論

じ
ら

れ

て
来

た
。

と

こ
ろ
が
前

述

し
た

よ
う

に
、

こ

の
詩

は

「季

節

の
推

移
」

を
基

軸

と

し

た
詠
作

内
容

に
な

っ
て

い
る
。

そ

こ

に
は
、

「
春
」

か

ら

「初

夏

」
「
梅

雨

」
「
盛

夏
」

「
残
暑

」

「
初
秋

」

そ
し

て

「
仲
秋

」

の
景
を

詠

い

つ
つ
も

、

「
晩

秋
」

か

ら

「初

冬

」

の
叙

景

や

心
象

風

景

が
全

く

詠

ま

れ

て

い
な

い

よ
う

に
思

え

る

の
で
あ

る
。

し
た

が

っ
て

「
左

遷
後

の
九

ヶ
月

後
」

と

い

う
推

定

に
は
ど

う

し

て
も

納

得
が

行

か
な

い
の
で
あ

る
。

波

戸
岡
氏

が

そ

の
点

に
関

し

て

「
道

真

は

二
月

の
初

に
京
を

出

発
し

た

で
あ

ろ
う

か
ら

、

此

の
時

は
初
冬

の
十

月
と

い
う

こ
と

に
な

る
。

そ

こ
で

こ

の
詩

も
十

月
作

と

さ
れ

て

い
る

の
で
あ

る
。

け
れ

ど
も

、
右

の
詩

句

中

に
は
、

「
雲

雁
」
・

「
寒

吟
」
・
「
蘭

気
敗

」

等

と
あ

り

、

こ

れ
ら

は
初

冬

の
景

で

な
く

晩

秋

の

景
物

で
あ

る
。

お

そ
ら
く

こ

の

「
九
見

桂
華

円

」
は

、
表

現
技

巧

上

の
虚

構

で
あ

っ
た

可
能
性

が

あ

る
。

つ
ま

り
、

一
と

九
と

の
対

句
仕

立

て
上

、

「
九

」
と

し

た

の

で
あ

ろ
う

。

こ

の
詩

の
創

作

は
、
実

際

に
は

、
十

月

で

は

な
く
九

月

で
あ

っ
た

の
で
は
な

い
か
。
」
（6
）と

述

べ
ら

れ

て

い
る

の
は
傾

聴

に
値
す

る
見

解

で
あ

る
。
筆

者

は

さ
ら

に

こ

の
考
え

を

押

し
進

め

て
、

「
九

見
桂

華

圓
」

を

「
フ
年

に

入

っ
て
九

回

目

の
満

月
を

迎

え

た

（
11
今

ま

さ
に
九

月
仲

秋

の
明

月
が

照
り

輝

い
て

い
る
）
」
と

の
解

を

提

起

し
た

い
。

そ

の
根
拠

を
、

以

下
、

具
体

的

に

二
点

挙

げ

て
み

る
。

ま

ず
、

一
点

目

は

一
二
一二
句

一
二
四
句

「
鮫

潔

空
観

月
、

開

妙
法

蓮

」

の

「
月
」

「
蓮

」

に

つ
い
て

で
あ

る
。
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こ
の
二
語
に
つ
い
て
は
、
川
口
久
雄
氏
は
岩
波
古
血
ハ大
系
本
の
頭
注
と

補
注
で
次

の
よ
う
に
説
明
さ
れ
て
い
る
。

「
月

」
は
真

理

の
象
徴

。
咬

潔

は
、
さ

や
か

に

い
さ
ぎ

よ

い
月
光

の
形

容

。

「蓮

」
華

に
は

「
出
水
」

と

「
問
敷

」

の
二
義

が
あ

り
、

泥
水

を
超

出

し
、

次

に
真

理

の
教
え

を

開
き
示

す
、

と

い
う

。

（
四
九

三
頁

及
び

七

三

二
頁
）

い
ず
れ
も

『法
華
経
』
の
教
義
に
仮
託
す
る
事
象
と
し
て
こ
の
二
句
で

使
わ
れ
て
い
る
語
で
あ
る
の
は
先
学
の
指
摘
の
通
り
で
あ
る
。

一
方

で
、
筆

者

は

こ

の

二
語

が

「
実

景
」
、

つ
ま

り

「
今

、

目

の
あ

た

り

に

し

て

い
る
風

物
」

で
あ

り
、

そ
れ

に
触

発

さ

れ
た
心

情

と
考

え

ら
れ

る

の
で
は

な

い
か
と

思
う
。

こ
れ

に
は
、

こ

の

「
捌
叙
意

一
百
韻

」

が
詠

へ

作
さ
れ
た
時
と
も
関
わ
り
が
あ
る
。

=
二
八
句
に

「九
見
桂
華
圓
」
の
句

ヘ

へ

が
あ
る
が
、
筆
者
は
こ
の
句
か
ら
陰
暦
九
月
に
詠
作
さ
れ
た
と
見
る
。
こ

ヘ

ヘ

へ

の
詩
が
ほ
ぼ
時
系
列
に
、
左
遷
の
命
が
下
っ
て
か
ら
京
を
放
逐
さ
れ
る
時

よ
り
、
仲
秋
を
迎
え
つ
つ
あ
る
今
ま
で
の
九
ヶ
月
の
心
情
を
記
し
て
い
る

内
容
と
考
え
る
な
ら
ば
、
こ
の

「月
」
「蓮
」
の
二
語
の
使
わ
れ
て
い
る

一
二
一二
句
、

一
二
四
句
は
、
実
際
に

「蓮
」
の
開
花
を
迎
え
る
陰
暦
七
月

か
ら
八
月
頃
の
風
物
を
詠
ん
で
い
る
も
の
。
つ
ま
り
、
夏
の
終
わ
り
か
ら

初
秋
の
空
気
が
秋
の
気
配
を
心
な
し
か
漂
わ
せ
始
め
た
頃
か
ら
さ
ら
に
秋

最
中
の
、
仲
秋
の

「名
月
」
の
頃
を
詠
ん
で
い
る
も
の
と
考
え
ら
れ
な
い

だ
ろ
う
か
。
少
な
く
と
も
筆
者
に
は
、
太
宰
の
講
居
近
く
に
、
蓮
の
花
の

開

花
を

見

た
と
す

る
機

会

が
あ
り

、

そ
れ

に

よ
り
、

時
節

の
推

移
を

体

感

し
た
も

の
と

考
え

た

い
。

つ
ま

り

、
こ

の

=
二
八
句

ま

で

の
前

の
句
を

見

る
と
、

酷
暑

か

ら
涼

気

を

感

じ
る
時

候

に
移
り

つ

つ
あ

る

こ
と
を

「
蓮

の
花

」

や
、
夜

空

に
浮

か

ぶ

「
月

」

で
感

じ
、

さ
ら

に

「
寒
蝉

」

や

「
蘭

の
花

」

に
み

て

い
る
。

そ

れ

は

「
陰
暦

九
月

」

の
事
象

と

合
致

す

る
。

一
方

、

そ

れ
が

陰

暦
十

月

以

降

と
な

る
と
、

「
初

冬
」

の
事

象

に
及

ん

で
し

か
り

で
あ

る
が

、
そ

の
証

と

な
る
詩

情

が
見

あ
た

ら
な

い
か

ら

で
あ

る

。そ

し

て
二
点

目
は

、

「
叙
意

一
百

韻

」

の
詩

の
直
後

に

「

秋

夜

九
月

十

五

日
」

を

置

い
て

い
る
こ

と

こ

の
こ
と

は
既

に
波

戸

岡

氏

の
前

述

の
論

の
中

で
指

摘

さ
れ

て

い
る

こ
と

6̂
）と

同
旨

の
見

解
だ

が

、
道

真

が
、

ほ
ぼ

『菅

家
後

集
』

の
詩

作

品

を
時

系
列

に
配

置

し

て

い
る
こ
と

か

ら
鑑

み

る
に
、

こ

の
詩

が
十

月
以

降

の
作

品

と
す

れ

ば

、

そ
れ

を
あ

え

て
、

こ

の
配

列
を

破

り

、
「
鰯

秋
夜

九

月

十

五
日
」

の
前

に

置
く
事

由

が

、
見
当

た

ら
な

い
の
が
、

筆

者

の
考

え

で
あ

る
。

こ
こ

は
、

「
陰
暦

九

月

」

に
詠

ま

れ

た

こ
と

を
意

味

し

て

い
る
と

み
な

し
た

い
。
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【注
】

（1
）
拙
稿

「菅
原
道
真
研
究
1

『菅
家
後
集
』
全
注
釈

（二
十
）
」

「有
明
工
業
高
等
専
門
学
校
紀
要
」
第
四
十
五
号

（2
）
拙
稿

「菅
原
道
真
研
究
ー

『菅
家
後
集
』
全
注
釈

（
】
）
―
」

（「
国
語
国
文
学
研
究
」
第
三
十
六
号
）
熊
本
大
学
国
語
国
文
学
会

（3
）
拙
稿

「菅
原
道
真
の
大
宰
府
時
代
の
漢
詩

「
叙
意

一
百
韻
」
の
構
成
論
考

～

「叙
意

一
百
韻
」
の
重
層
構
造
に
つ
い
て
の
考
察

一
試
論
～
」

（4
）
谷
口
孝
介
著

『菅
原
道
真
の
詩
と
学
問
』

（塙
書
房
）

「第
三
車

道
真
文
学
の
行
く
之

二
,

一
百
韻
形
式
の
教
授
と
意
図
」

二
四
九
～
二
六
〇
頁

（5
）
波
戸
岡
旭
著

『宮
廷
詩
人
菅
原
道
真
』
の
注

（8
）
の
中
に
次
の

】
文
が
あ
る
。

「叙
意

一
百
韻
」
が
十
句
乃
二
十
句
の
小
節
を
な
す
と
看
倣
す
の
は
、
全
く
の
私

見
に
よ
る
試
案
で
あ
る
。
因
み
に
金
原
理
氏
は
随
意
十
段
落
と
し

（「菅
原
道
真
の

漢
詩
」
（『平
安
朝
漢
詩
文
の
研
究
』
））
、
大
岡
信
氏
は
十
八
段
に
区
切

っ
て
い
る
。

最
近
の
研
究
成
果
の

一
つ
に
柳
澤
良

一
氏
の

「叙
意

一
百
韻
」
全
編
に
亘
る
注

釈
稿
が
あ
る
。
そ
の
中
で

「全
体
の
構
成
と
要
旨
」
と
し
て
、
全
篇
を

「序

二

・

二

・
三

・
四

・
五

・
終
章
」
と
区
切
り
、
第
二
章
は
更
に
四
節
に
分
け
、
第
三
章

を
更
に
三
節
に
分
け
る
構
成
法
を
考
案
さ
れ
て
い
る
。
（章
毎
の
句
数
は
随
意
。）

（『菅
家
後
集
』
注
釈
稿

（十
七
）
八
十
五
頁
～
八
十
六
頁

《「
金
沢
学
院
大
学
紀
要
」

第
六
号
》）

（6
）
波
戸
岡
旭
著

『宮
廷
詩
人

菅
原
道
真
』
（笠
間
書
院
）
三
七
〇
頁

〈追

記
〉

（
一
）

こ

の
稿

を
草
す

る
に
あ
た

り
台
湾
元
智

工
学

院

の
中
国
古

典
詩
詞
曲

文
研
究

の
た
め

の
サ
イ
ト

で
あ

る

「網

路
展
書
讃

（しu
HΩ
㎝
）」

（『
けε
"＼≧
。。●鋤α
ヨ
旦
冒
F
o
曾

寒
＼）

の

『全

唐
詩
』
の
項
、
及
び
北
京
大
学

中
文
系

の
唐
代

以
前

の
詩
歌

の
総
合

デ
ー
タ
ベ
ー
ス
で
あ
る

「全
唐
詩
全
文

検
索
系
統

（¢
↓
国
―
。。
）

（ゴ
9

=＼
＼9
5,
Φωρ
冨

琴
ミ
。臨
げ
ミ

けき
。qま
筍
q
・e
×e）

を
詩

語
検
索

の
為

に
大

い
に
利
用
し
た
。

〈追
記
〉

（二
）

平
成
十
八
年
四
月
よ
り
、
現
在
に
至
る
ま
で

「大
牟
田
市
民
大
学
講
座
」
～
市
民
大

学
ゼ
ミ
、
道
真
梅
の
会
～
の
会
員
、
須
藤
修

一
氏

・
諸
田
素
子
氏
、
田
中
陽
子
氏
、
野

田
了
介
氏
、
井
原
和
世
氏
、
荒
川
美
枝
子
氏
の
六
名
と
定
期
的
に

「叙
意

一
百
韻
」
の

講
読
会
を
催
し
て
来
て
い
る
。
こ
の
会
で
討
議

・
検
討
し
た
も
の
を
基
に
平
成
二
十
年

秋
、
『「叙
意

一
百
韻
」
全
注
釈
』

（焼
山
廣
志
監
修

道
真
梅
の
会
編
）
を
発
刊
し
た
。

本
稿
は
そ
の
内
容
に
再
考
察
を
試
み
若
干
、
加
筆
し
稿
を
し
た
た
め
直
し
た
も

の
で
あ

る
。

（や
き
や
ま

ひ
ろ
し
/

大
学
院
文
学
研
究
科
第
七
回
修
了

・
有
明
高
専
）
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